
ケース・
スタディ

8 月刊 IM  Vol.49 No.3 2010-3月号

原子燃料サイクルは、ウラン鉱山から
の砕石→精錬→転換→濃縮→再転換→
成型加工し、原子力発電所で燃料として
燃やされ、燃やされた後の使用済み燃料

は再処理工場で再処理をし
ていくというものです。使
用済み燃料からは核分裂し
なかったウランと新しくで
きたプルトニウムを回収し
ます。残りの核分裂生成物
は廃棄物として処分に適す
るよう処理を行っていま
す。日本原燃株式会社は、
その原子燃料サイクルのう
ち、ウラン濃縮、低レベル
放射性廃棄物埋設、再処理
工場およびMOX燃料工場
の４事業を展開しています

（図１）。現在、再処理工場
については、2010年10月
竣工を目指しアクティブ試
験を行っております。
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時代のニーズに対応した
文書情報マネジメントを紹介

 eドキュメントJAPAN講演より

会社概要と再処理工場について

日本原燃株式会社
再処理工場の文書管理
～「活用」と「保存」の両面に優れた情報システムの構築～

　JIIMAでは、新しい活動指針として“統合文書情報マネジメント
（ECM）の普及啓発を推進しています。その一環として、先進的文書
情報マネジメントを導入し、顕著な効果を出された企業・団体に対して
「ベストプラクティス賞」を設けており、2009年は２社の事例が優秀
賞として表彰されました。その受賞はeドキュメントフォーラムの席上
で、講演とともに行われました。
　今回はそのひとつ、日本原燃株式会社が講演された『再処理工場の文
書管理 ～「活用」と「保存」の両面に優れた情報システムの構築～』に
関する事例発表の内容について紹介します。

図１　原子燃料サイクルと事業概要
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同社では“再処理技術を未来へ確実に
伝承していく使命”と“機微情報を確実
に守っていく”２つの重要な使命があり
ます。再処理工場としては、操業期間内
は施設の維持管理に必要な技術情報や知
識情報を蓄積し、いつでも迅速に利用で
きる環境が必要です。また、廃棄物は操
業終了後も長期に管理する必要があり、
その記録も操業終了以降も長期に記録を
残し確認できることが必要です。利用を
図るための「活用」と操業終了後も長期
に記録を残し、確認できる“どんなことが
あっても記録を失うわけにいかない”ため
の「保存」が重要となっています。その
ため「活用」と「保存」を両立した文書
管理が必要であり、その課題を実現する
ための仕組み作りへの検討を行いました。

（１）再処理工場のシステム化構想

現在、同社の再処理工場では全体の運
用と管理業務の支援を目的とした「総合

データ管理システム（TDMS:Total Data 
Management System）」の構築を進め
ています。

主に運転データを長期にわたって収集・
保存し、工場の運転計画の作成を支援す
るとともに、再処理の進捗・実績管理を
行うことにより、工場を円滑に操業・維
持管理する「生産管理システム」、技術
および知識情報の一元管理と情報提供
サービスを行うことにより、運転・保修
業務の効率化、技術力や業務品質の維持・
向上を図る「技術情報管理システム」と
設備管理情報の一元管理と情報提供サー
ビスを行うことにより設備保全業務の効
率化を図る「設備管理システム」の３つ
のシステムから構成されています（図２）。

TDMS（総合データ管理システム）の３
本柱の１つとする技術情報管理システム
では、紙の文書を電子化し、情報提供と
保存を行う「文書管理」と設計根拠情報
や施設変更情報等知識情報の蓄積する

「ナレッジ管理」および設計図書や運転手
順書等の改訂される文書の最新マスター
データを管理する「マスターデータ」の
３つの情報を連携させ、ユーザーへの情
報提供を行うことで、再処理工場を運営

するための業務支援として、重要な役割
を担っています。

（２）「活用」と「保存」の両立

現状はほとんどの文書が紙で保存され
ていたためすぐに活用ができず、また記
録の原紙が１枚のみであるため長期保存
に不安がある状況でした。まず活用のた
めに電子化の検討が必要でしたが、電子
媒体は長期間の保存が不可能であり、膨
大な文書を電子化したデータのシステム
の維持コストが高いことやデータの非改
ざん性が保証できないなどの問題があり
ます。そのため「活用」と「保存」を両
立した媒体を検討する必要がありました。

まず電子媒体の磁気テープや磁気ディ
スク、光ディスクは「活用」に向いてい
ますが、ハードソフトの技術革新のサイ
クルが短く、長期での「保存」には不向
きです。またマイクロフィルムやカラー
フィルムは「保存」には優れていますが、

「活用」には不向きです。
そのため１つの媒体で「活用」と「保

存」を両立することは困難であることか
ら、「活用」面ではアクセス性やデータ
の追加等の容易性に優れた電子媒体を利

再処理工場の文書管理の課題

文書管理の課題に
向けた取り組み

図２　TDMSの概要と位置付け
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用し、「保存」面では長期保存やデータ
の非改ざん性に優れたマイクロフィルム
の媒体を利用することで、相互補完を行
うという運用で、作業を進めることとな
りました（図３）。

保存は長期保存に優れたマイクロフィ
ルムとしましたが、電子媒体は何を採用
するかの検討がさらに必要でした。文書
のコンテンツ管理やデータベース情報の
管理にストレージを使用することにあ
たっては、ハードウェアの定期更新や
バックアップ装置が必要であることや、
管理ソフト代が高い、非改ざん性などの
問題があります。そのため、利用頻度の
高い文書のコンテンツ管理や検索用など
のデータベース情報の管理は「ストレー
ジ」を使用し、利用頻度の低い文書のコ
ンテンツ管理や全コンテンツデータの
バックアップは光ディスク（UDO）の
両方を使用することとしました。スト
レージは上書き保存し、最新版を管理し、

UDOライブラリは追加保存し、旧版を
残し、オンライン提供とバックアップを
兼ねています。いつでも「活用」を可能
とし、どんなことがあっても失わず「長
期保存」を実現するため、電子化された
コンテンツデータはストレージとUDO

ライブラリに同時書き込みし、UDOラ
イブラリから定期的にマイクロフィルム
化を行います。なおUDOは非改ざん性
を確保するためにライトワンスメディア
を採用し、マイクロフィルムへのバック
アップを行っています。マイクロフィル

図４　媒体の連携

図３　媒体の保存年限比較
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ムはUDOライブラリとは別の場所で保
存を行っているため、万一ひとつの建屋
で火災が起きてもすぐに活用できる環境
と長期保管環境を維持できる運用を図る
ことができました。

情報ライフサイクルの管理としては、
情報の目的にあわせ媒体の活用から保存
の利用を行っています。まず、登録時は
ストレージとUDOライブラリに記録し、
ストレージで情報を活用し、UDOライ
ブラリがデータバックアップとしていま
す。その後、文書が改訂され旧版または
３年以上経った記録文書などはストレー
ジよりデータが削除され、文書の改訂な
どUDOライブラリのみによる情報提供
となり、バックアップ媒体をマクロフィ
ルムとしています。さらに古くなり利用
頻度がほとんどなくなった文書はオフラ
イン提供とし、マイクロフィルムが中心
となった長期保存とする運用の流れとし
ています（図４）。

つまり紙からのイメージ化文書などの
情報活用はストレージ、バックアップを
UDOや長期・安全保存のマイクロフィ
ルムとすることで相互に補完連携し、デ
ジタルとアナログを共存して管理するこ
とが可能となりました。

（３）資料センターによる作業

現在、資料センターには原子力５基分
に相当する設計図書や各種記録で棚数に
換算して約２万７千棚の文書が保管され
ており、その電子化やマクロフィルム化
の作業に取り組んでいます。電子化にお
いてはA3スキャナ１や大判長尺用スキャ
ナを用い、チャート紙のスキャニングも
実施している。また、マイクロフィルム
化において、マイクロフィルム２の撮影
や現像までを情報セキュリティの問題
上、センター内に環境を整え、全ての作
業を行っています（図５）。

現在、再処理工場では来年10月に向け

て最終段階の試験を実施しているところ
であり、今後も工場の竣工にあわせてさ
まざまな機能を提供できるような準備を
進めています。

今回ご紹介した日本原燃株式会社再処
理工場における文書管理への取り組み
は、活用面に優れたデジタルデータと保
存面に優れたマイクロフィルムを上手く
組み合わせた理想的なケースであると考
えます。

JIIMAでは、今後も先進的文書情報マ
ネジメントを導入し顕著な効果を出され
た事例を紹介し、統合文書情報マネジメ
ント（ECM）の普及啓発に積極的に取
り組んでいきます。

おわりに

１ 富士フイルム製の高速ドキュメントスキャナ「SD－
4000」

２ ドキュメントアーカイブシステム「AR－1000」を使用

図５　資料センター

　チャート紙の
　スキャニング

▲

▲ 大判・長尺用スキャナ
　 （２台、内１台複合機）

　 保存状態

▲
　 書庫▲

資料センター電子化作業

　A3スキャナ（７台）▲
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